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例 言

１ 本書は谷内石山遺跡の発掘調査報告書である。

２ 遺跡の所在地は河北郡津幡町谷内地内である。

３ 調査原因は県単河川改良二級河川能瀬川であり、同事業を所管する石川県土木部河川課が、石川

県教育委員会に発掘調査を依頼したものである。

４ 調査は財団法人石川県埋蔵文化財センターが石川県教育委員会から委託を受けて、平成１５年度か

ら平成１６年度にかけて実施した。業務内容は現地調査、出土品整理、報告書刊行である。

５ 調査に係る費用は、石川県土木部河川課が負担した。

６ 現地調査は平成１５年度に実施した。期間・面積・担当課・担当者は下記のとおりである。

期 間 平成１５年１０月２日～同年１１月４日

面 積 ６５０m２

担当課 調査部調査第３課

担当者 岡本恭一（調査専門員）、澤辺利明（課主査）

７ 出土品整理は平成１６年度に実施し、企画部整理課が担当した。

８ 報告書の刊行は平成１６年度に実施し、調査部調査第３課岡本が執筆・編集した。

９ 調査には下記の機関の協力を得た。

津幡町教育委員会

１０ 調査に関する記録と出土品は石川県埋蔵文化財センターで保管している。

１１ 本書についての凡例は下記のとおりである。

（１）方位は磁北である。

（２）出土遺物番号は挿図と写真で対応する。

（３）遺物実測図については須恵器を断面黒塗りとした。

（４）遺構は略号で表記する。主なもの SD（溝）・P（穴）である。
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第１章 位 置 と 環 境

谷内石山遺跡は河北郡津幡町字谷内地内の通

称石山と呼ばれる丘陵の尾根に位置し、昭和５４

年注１と平成２年注２に津幡町教育委員会が発掘

調査を行っており、弥生時代終末から古墳時代

にかけての遺構が検出されている。今回の調査

箇所は、その丘陵から延びる舌状大地の末端部、

能瀬川の自然堤防上に在る。この丘陵は新第三

紀鮮新世の砂岩大桑累層からなり、僅かに礫を

含むことから石山の通称が生まれたと云われて

いる。実際調査区の一部を重機で断ち割ったと

ころ地山から礫が数点出土した。

津幡町はほぼ石川県の中央部、北加賀の北端

部に位置し、東は砺波丘陵をおいて富山県と接

し、西は県内最大湖沼であった河北潟、内灘砂

丘をはさんで日本海を望む。古代より能登・越

中を結ぶ交通路の要所として栄えてきた地域で

ある。砺波丘陵および南能登丘陵は低山、丘陵

地形で、西方へむけて緩く傾斜し、標高３０～５０

mの中位段丘から西方向の沖積平野に落ち込む。そして南北に２～３km程の平野をおいて河北潟に

至る。低山、丘陵地形の割にはほぼ東西に流れる中小河川の津幡川・能瀬川を中心としてよく開析し

た谷平野が樹枝状に発達している注３。

第２章 遺 構 と 遺 物

第１節 遺 構

調査区は幅５m、長さ１３０mという細長いもので、便宜上東半部と西半部に分けて調査を行った。

調査区のうち東半部は後世の開墾等によるものか大幅な削平を受けており、遺構、遺物は希薄で

あった。西半部では幅２０～５０cm、深さ１０cm前後の溝１５条が並走して検出され、奈良時代から平安

時代の土器が出土した。これらの溝は類例からみて畑作にともなう畝溝の可能性が高いと言えよう。

第１図 谷内石山遺跡の位置
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第２図 谷内石山遺跡と周辺の遺跡

第１節 遺構
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第１表 遺跡地名表

第２章 遺構と遺物
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第２節 遺 物

遺物としては約３３０片の須恵器と土師器があるが土師器の細片が８割近くを占め、形の分かるもの

は２０点ほどである。包含層や遺構からは古墳時代の須恵器も出土しているが、大半は平安時代のもの

である。

１は６世紀末～７世紀初頭の須恵器杯身である。１１は古墳時代の壺の口縁である。２は８世紀第４

四半期の杯蓋である。３は８世紀末の杯身である。４～２０は平安時代か器種は判るが時期不詳のもの

である。

注

１ 西野秀和他『津幡町谷内石山遺跡』津幡町教育委員会 １９８０年

２ 竹田 学『津幡町谷内石山遺跡�』津幡町教育委員会 １９９０年

３ 西野秀和「�遺跡の位置と環境」『津幡町谷内石山遺跡』津幡町教育委員会 １９８０年

引用文献

石川県教育委員会『石川県遺跡地図』１９９２年

第２節 遺物

第３図 調査区位置図（Ｓ＝１／２，５００）

―４―
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第２節 遺物
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第５図 出土遺物実測図（Ｓ＝１／３）
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図版 １

調査区遠影（南西より）

調査区遠影（北東より）

調査前状況



図版 ２

西調査区表土除去作業状況

西調査区遺構検出作業状況

西調査区検出状況（西より）



図版 ３

西調査区遺構検出状況

遺構掘削作業状況

SD０３・０４・０５



図版 ４

SD０６・０７

SD０８・０９・１０・１１

SD１２・１３・１４・１５



図版 ５

溝堆積状況

西調査区完掘状況（西より）

東調査区遺構検出状況（東より）



図版 ６
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